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1化期ニ化期螺虫の環境抵抗に就いて
深谷昌吉夫 ・ 金 子 武
1.緒 雷 1イヒ期初期 (.6月末)から末
期 (8月初め)にかけてのこイヒ旗虫に見られる
異常な棲息密度の減少と環境僚件との関係に就
いては既に春川博士 (1934)の詳しい報告があ
るが、その中で同博士は1931年の大発生が7月
の低温に由来するのではあるまいかとの示唆を
輿えてたられる。その後環境抵抗の分椋に就い
ては大して見るべきものもなかったのであるが
近年娯虫の発生予察というととが醸用上重要視
され始め、勢いとの環境抵抗たるものが問題に
なってヨ優先。
三島、桑原両氏 (1944)はその統計制結果か
ら奈良燃に於ては7月中下旬の策担と 2化期発.
蛾散との聞に高い負の相関k係のあるととを示
じたが、とれは一面高温による幼虫密度の減少
を暗示するものである。石倉氏の諸業績も少〈
とも西日本ではとうした傾向のあるととを裏書
きするもののように見える。
一方最近筒井氏 (1948-1949)は幼虫密度が
水固に於ける水温と密接な関係を有するととを
指摘した。 gpち第1イヒ期幼虫は字句平均最高水
温 350Cを限界温度として高温による抑制的彰
維を受けるという。更に具体的には7月の字句
平均最高水温が350C(或は字句平均水温300C)
を1宇旬或はそれ以上継続するときは、幼虫の
生存率は減少して水田の幼虫の棲息密度は低〈
たるが、 7月の字句平均最高水温が350C以下
であるときは幼虫の生存率は高〈水聞の幼虫棲
息密度は大になるという。従って棋虫の第2イヒ
期の発生消長は7月の水田に於ける水温の高低
によって予察するととも可能になる釈である。
実際7月中の水聞の温度は当倉敷地方に於τ晴
天時には最高 4l0Cにも上昇するととがあり大
体午前11時頃より午後3時頃迄の水温は 400C
前後を示Lているのである。かような水間環境
の下に於て幼虫が生理的不均衡欣態に陥いると
とは明らかであるが、果して幼虫が直接ζ うし
た高温に接触するととがあるかどうか、叉患な
る温度いう 1因子によって棲息密度の襲動を起
すものか或は温度因子に他の因子が誘発された
結果起るものであるかどうか、との点について
いささか実験検討を試みたのでと Lにとれを報
告する。
2.実験方法 7月中、下旬に於ける水田
環境、特に温度環境の費イヒを知るために毎日 7
時から 5時までの気温〔百葉箱内〕と水温を測
定したが、一方螺虫の棲息部位となる稲茎内の
温度を知りたか?たので、 potentio"metric
t:t.ermometerを使用して測定したがとの際
水温、草冠都祭温をも測定した。
環境温度と幼虫の生育歩止りとの関係を知る
ために7月17日よ!J8月12日に至る期間、小型
ポットに移植した「雄町Jtc:卵塊及ひ・瞬化宜後
幼虫、騨イヒ後5日幼虫、 3-4令幼虫を一定数
接種し幼虫が充分に稲茎内に食入した後とれを
種kなる温度に調節した恒温器の中に入れ→定
期間後に取出してその在虫寧を調ペtc.o
一方、稲が湛水或は乾水歌態にある場合高温
C400C)が螺虫の生育にいかなる彰響を輿える
かをその在虫率に就いて検討するとと忙した。
叉螺虫の接触する日 kの温度に大きな費イEが
ある場合と恒温の場合とではその生育4条件も大
いに呉るであらうとの予想の下に、解イヒ食入後
1日の劫虫を8月27日から 9月6日に至る10日
間稲栽植のポット 300Cの恒温器内tr:教容もの
まま放置した場合と他方毎日午後4時から翌朝
7時まで15時間外無に接触させ後は 300Cに牧
容した場合とに就いて10日後にその在虫数を調
査Lて見た。
3.実験結果
1)圃場水温の目週費イヒと栢茎内の温度
7月中、下旬に於ける圃場水温の字句別に見
tc.最高、最低、平均値は第1表に示される釦く
であるが、日中に於ける温度の日週錘化主例示
すれば第1図の如〈になる。
叉旗虫の棲息部位となる稲茎内温度を、水面
上各位置に於て測定じた結果は第2表に示され
る遁りである。
(a皐研究集39轡集1貌 5-8頁 19切〕 - 5ー
第 1 表
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第2表稲茎内に於ける環境温度
無湿 地|稲室内温度か
定日時|〈。C〉〈。C〉水商上I水30m面m上水120面m上m 
5mm 
P. M. 1.30 i61: 割).5 省入。 36.7 34.5 I 35.2 
p. M. 6.00 16 W 27.8 34.5 32.5 29.0 
P. M. 3.30 24 W 30.5 311.0 33.0 
A.M. 6.30 25 1I 27.0 27.9 29.3 29.0 I 2R.8 
第2表によれば大体稿茎内温度は日中水温に
比じて数度低下しているのが普通であるが夕刻l
になるとその差は小さ〈たり、朝にはそれが誼
縛して幾分高〈なるととさえあるらしい。
i)高温と在虫率高温 350C下に発育段階
を異にする幼虫を接触しその在虫数を調査した
結果は第3賓の如〈であって、大体に於て高温
はその在虫Z幹事と低下させているが、必やしも初
期幼虫が悪影響を受けているとは限らない。併
し一方卿化後5日の幼虫に於ても 7日間の接触
は明かに在虫数の減少を惹起しているようであ
る。
第 3 表
高温 (350C) 接触が在虫率~及ぼす影響
調醐幼帥鵬時
在〈E9血6事〉草丈直 間(智明 (cm) 重Ul
A 48 3 1 16 9 33.3 82.01 5 
聖母照医 24 一 1 15 1 62.5 82.5 8 
1日 49 5 1 45 2 91.8 68.0 10 
望号J!tJi![48 一 1 47 。97.9 80.0 8 
C 30 3 5 15 3 政).0 96.0 7 
重守照医 17 一 5 7 1 41.2 92.5. 5 
D 35 5 5 7 3 20.0 97.0 8 
星野J!tK 21 一 5 9 。42.8 95.0 5 
E 25 7 5 。2 。100.0 目
針J!!t直 15 一 5 9 。60.0 92.0 B 
F 20 5 3-4令 12 。60.0 05.5 8 
望サ照直 14 一 3-4令 10 。71.4 59.0 9 
G 14 10 3-4令 3 。21.4 依J.O10 
重苦J!!t医 14 一 3-4令 5 3 35.'i 6}'.O， 7 
旗虫の食入せる稲を、湛水或は乾水飲態とし
て400Cの高温に10時間接触した場合の在虫理解
をみると、乾水区の影響が大きく現はれている
が、それは叉寄食する稲の大さとも関連するも
のの如〈でるって草丈の大きいA(湛水)区では
そめ在虫軍事も極めて高〈怠っている(第4表)。
ii)高水混と在虫率 400C温水陀葉鞘下部
を漫漬5時間経過してからの初令幼虫の茎内在
虫率を調べた結巣は第5表に示される如〈であ
って、浸演の'Itめに在虫数が特に低下するとい
うととは見られたかった〈第5表)。
iv)恒、費温が幼虫の在虫互容に及ぼす影響
初期撰虫を 300Cの恒温務中にて10日間飼育し
た場合と、との期間毎日日中を除いて15時間外
気に曝した場合とで稲茎内在虫夏容にどのような
型化を来ずかを調査した成績が第6表でるる。
との茨で見るもと塑温じた場合ゐ方が在虫散は高
〈たっている。術費温区のものでは実験中最大
lQOC，最小 40Cに近い温度較差の影響を受け
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第 4表 高温 (400C)接触が湛.乾水区幼虫の在虫率に及ぼす膨響
幼虫令 調査時燃態 重量の水分量医 接種頭量生 接鯛時間 (骨化委) 重量 . (%) 
A (海水〉直 98 10 1 90 1 91.8 93.0 8 87.84 
B (乾水〉直 8<1 10 1 49 2 59.8 92.0 6 86.01 
c (海水〉直 29 10 1 15 。 51. 7 町】.5 2 85.63 
D (乾水〉直 77 10 1 36 。 46.8 51.0 4 73.35 
直
第 5表 400C 温水接触と在虫率
「一十 調査時間「ム率|草丈 1-
一一一一一一千_1 ~ I (%) I (叫 l邑 量生
温水底I 30 I 5 1 I 26 I 1 I 
重苦胤 医 I 30 I - 1 I 23 I 0 I 76.7 
第 6表 恒温、積温が幼虫の在虫寧に及ぼす彰響
? 、
???。 。 。 。。 。 。 。2 
3 
(管幼虫化令azz摂 調査時欺態 在〈息96〉zh 草【clJ!.)丈医 接種頭数 玄重量
生 ~ 
A(300C) 92 1 10 一 18 。 88.0 79.0 12 
B(初。C) 54 1 10 一 35 4 64.8 101.0 9 
C(外気15時間〉 90 1 10 10 90 。 1伺 .U 97.5 9 
D(外気15時間〉 74 1 10 10 72 2 97.3 81.5 11 
【註] 10日聞を遁ヒて毎日の最低気温の最高温度 26.00C.最低温度 21.0OC
ている訳になる。 下するととはな〈、寧ろ殆、どその彫響を受けて
尚 i)ii) の高温接触実験で残存した個体は いないと見られる。
とれを引続き室温下で7日間飼育その経過を見 失に策担との闘係であるが、第2表の成績は
たが、とれ等幼虫の死虫互容が特に高〈なるとい 所謂草冠部の気温であって、水温に比較すると
うととはなかったから、高温接触による野曜は 常に低〈、旗虫の実際に棲息する部位の環境温
後になって現はれないものと考えてよいでるら 度とは著しいへだたbがあるように思はれる。
う。 併し初令乃至3-4令幼虫を3-10日間 350"c
4.考 察 7月中、下旬に於ける晴天時
の水固に於ける日射は相当強烈であって、水温
は最高 410Cを記録したが、実際旗虫の棲息す
る部位の温度は、水面に近い程高〈、上部に至
る程低〈なっているととが判るp との頃の食害
部位ほ比較的水面陀近いから螺虫の環境温度は
水温の影響を受けるととが著しいと思はれる。
併し水温が上昇した場合螺虫は上部に移動する
ととが考えられる@従って水温が 400C前後に
上昇したときでも旗虫の実際接触する温度は30
-350C位のものであると推測される。第5表
からも明かでるるが、葉鞘の下部が 400Cの温
水に浸漬した場合にもその在虫夏容は決定的に低
に或は 400Cに5-10時間接触した場合明かに
在虫率の低下を惹起するととが判る。殊に乾水
の場合、叉特に栢が小さい場合にはその影響が
強〈出る。
旗虫を恒温下に置いた場合と欝温下に置いた
場合でその生育歩止りにいかなる相違が見られ
るかを調べたがその結果は費温した場合の方が
謹かに好遁な環境を提供するととになったので
るる。との事実から少くとも圃場に於ける日中
の照b込み、夜間の冷え込みが、生育歩止bの
低下に大きた役割を演やるであらうとの推論は
当らな〈なる。以上を要するに短時間の高温接
触は螺虫が常に栢という生体を媒介としている
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だけに特別な場合を除いてその発育に対L致命
的作用を輿えないというととは云えると思う。
興際圃場に於ては、気i晶より7)(i量の方が受の加
害部位の環境温度にliいものを指示するのであ
るが、 7)¥.滋が400Ctて上昇しても旗虫が直ちに
との高滋に接触するととは考えられない。従っ
て、高滋の彫響といラものは、それがたとえそ
れ程高〈主主〈ても持続的に働〈時現れて来るも
のらしいのである。と与に於て筒井氏が圃場の
観察から結論されたととが実験的にもある程度
裏書きされたととになるのであるが、著者等は
最高温度というよりは、 habitatに於である
一定の温度限界以上の温度が蓮続維持されると
とに温度的環境抵抗の異国が潜んでいるのでは
あるまいかと考える。向ととで注目したりれば
ならないととは高温飼育下に於て舞死する個体
は殆ど全部が軟化病に侵されている事実であ
忍。家蚕の場合を見ると稚蚕の最誼温度は28-
却。C であるが令期が進むに従ってそれが低下
L、若し温度が上昇すると軟化病を生十るとい
ぅ。旗虫の場合1イヒ期の環境温度を考えると幼
虫の令が進むに従って上昇を来すが、とれは軟
化病併発に好遁た保件とたるのではあるまい
か。師ち、 7月に於ける棋虫の ha、bitatに
於ける環境温度は屡，.t(300Cを越え且・つ必然
的に多様を伴うから軟化病の流行が、幼虫の
populationを穴き〈支配するというととも
考えられる次第である。
第1イヒ期幼虫に対する異常に大きな環境抵抗
の}っとして著者等は長期高温接触による生理
的障害、それを契機として発生する軟化病の決
定的役割を強調し度い。
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